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国

際
ツ

ー

リ
ズ

ム

と

華
人
祭
祀

　

　
　
　
タ

イ
と

マ

レ

ー

シ

ア

の

事
例
を

も
と
に山

　
下

　
博
　
司

　

東
南
ア

ジ

ア

の

華
人

社
会
で

営
ま

れ
て

い

る

道
教

系
の

祭
事
の
一

つ

に、

九
皇
大
帝
（
九
皇

爺）

の

慶
誕
を

祝
う
年
祭
〔
九
皇
會、

齋
節）

が

あ
る

。

華
南
か
ら
の

移

民
活
動
に

伴
い

東
南
ア

ジ

ア

に

広
く
伝
播
・

移
植

さ
れ

た
も
の

で、

マ

レ

ー

シ

ア、

シ

ン

ガ

ポ
ー

ル
、

タ

イ
で

と

り
わ

け
盛

大
に

挙
行
さ

れ

る
。

毎
年
同
時
並
行
的
に

、

農
暦
九

月
一

日

か
ら

九
日

ま

で

の

計
九
日
間
を

費
や

し
て
一

連
の

道

教
祭
儀
が

催
さ

れ
、

主

催
者
（

寺

廟
評
議
会）

、

童
乱
（
シ

ャ

ー

マ

ン
）

、

信
徒
な
ど

参
与
者
全

員
が

期
間
中

の

菜
食
を
厳
守
す
る

。

英
語
で

「

ヴ
ェ

ジ

タ

リ
ア

ン

・

フ

ェ

ス

テ
ィ

ヴ
ァ

ル
」

と

も
呼
ば

れ
る

所
以
で

あ
る

。

　

国
や
都
市
な
ど
の

立
地
条
件
の

相
違、

寺
院
の

由
来
や

規

模
の

差
異
な

ど

に

応
じ
て、

祝

祭
の

様

態
も

多
岐
に

わ
た

る
。

国
ご

と、

場
所
ご

と
、

寺
ご

と
の

変
容
も

看
取
さ
れ

る
。

筆
者
は
こ

れ
ま
で

東

南
ア

ジ

ア

の

数
力

寺
を

訪
れ

て

祭
事
の

挙
行
や
寺

廟
の

運

営
を
集
中

調
査
し

、

差
異
の

生
起

と

そ
の

要
因
お
よ

び

変
容
の

意

義
と
を

具
に

観
察
し

て

き
た

。

本
学
会
で

は
、

す
で

に

プ

ー

ケ
ッ

ト

と

シ

ン

ガ

ポ
ー

ル

の

事
例
に

つ

き
各
々

報
告
を

行
っ

て

い

る
。

今
回
は

国
際
ツ

ー

リ

ズ

ム

の

問
題
に

も

着
目
し
つ

つ
、

タ

イ

と

マ

レ

ー

シ

ア

の

事
例
を
比

較
対
照
し
な
が

ら
、

華
人
デ
ィ

ア

ス

ポ

ラ

の

伝
統
宗
教
の
一

端
を
考
察
す
る

。

　

マ

レ

ー

シ

ア

で

は
国
土
の

多
く
の

場
所
場
所
で

九
皇

會
が
挙
行
さ
れ

る

が
、

そ

の

代

表
格
が

、

東
南
ア

ジ

ア

最
大
と

も

言
わ
れ
る
首
都
ク
ア

ラ

ル

ン

プ
ル

の

西

部
・

ア

ン

パ

ン

地
区
に

あ
る

九

皇

大
帝
寺
院
の

大

祭
で

あ

る
。

ク

ア

ラ

ル

ン

プ
ル

は
、

多
数
派
マ

レ

ー

人
の

ほ

か
、

華
入
系、

イ
ン

ド

系
な
ど

の

人
々

が
集

住
す
る

多
民

族
都

市
・

宗
教
多
元

都
市
で

あ
る

が
、

九
皇

會
の

祭
事
に

集
う
の

は
、

首

都
圏
の

華
人

系
信
徒
や
寺
の

評
判

を

聞
き
つ

け
て

国
内
外
か
ら

参
集
し
た

華
人
た

ち
に

限
ら

れ
る

。

同
様
の

傾
向
は

マ

レ

ー

シ

ア

の

他
の

地
域
に

つ

い

て

も

当
て

嵌
ま
る
。

た
と、
λ

ば
、

ペ

ナ
ン

島
の

九
皇

系
諸
寺
廟
や

対
岸
ア

ロ

ー

ス

タ

ー

の

諸
寺
院
で

は、

か
な
り
盛

大
に

祭
り
が
挙
行
さ
れ

る

も
の

の
、

多
数

派
マ

レ

ー

人
や

イ
ン

ド
系
の

人
々

の

関
与
は

殆
ど
皆
無
で

あ
り、

エ

ス

ニ

シ

テ

ィ

を

超
え

た
祝

典
の

様
相
を
呈
し

て

は
い

な
い

。

地
域
共
同
体
あ

げ
て

の

祭
事
の

挙

行
と
い

う
性
格
も
観
察
さ
れ
な
い

。

そ
こ

で

の

九
皇

會
は
、

シ

ン

ガ

ポ

ー

ル

に

お

け
る

と

同
様、

あ

く
ま
で

「

華
人
の

祭
り

」

で

あ
り、

華
人
系
と

し

て

の

紐

帯
と

ア

イ

デ
ン

テ

ィ

テ

ィ

の

確
認
の

場
と

し
て

機
能
し
て

い

る
。

観
光
化
し
た
ペ

ナ
ン

の

タ

イ

プ

ー

サ
ム

（

ヒ

ン

ド

ゥ

ー

教
の

祭
礼）

で
、

イ
ン

ド
系
に

加
え
華
人
系
の

人
々

の

参
与
が
目
立

つ

の

と

極
め
て

対

照
的
で

あ
る

。

　

国
際
ツ

ー
リ
ズ
ム

を
含
む
「

祭
事
の

国
際
化
」

に

よ

る

変
容
が
著
し
い

の

が
、

タ

イ
国
プ
ー
ケ

ッ

ト

県
の

諸
寺
廟
で

開
か
れ
る

九
皇

會
で

あ
る

。

東

部
海
岸
を
中
心
に

島
全

体
が
一

大
リ
ゾ
ー

ト
で

あ
る

と
い

う
理
出
も

あ

っ

て
、

自
傷
行
為
を

敢
行
す
る

童
乱
の

奇

観
の

数
々

（
頬
を

異
物
で

貫
い

た

り
、

刀

梯
を

登
っ

た

り、

火

渡
り
を
し
た
り
な
ど

）

が、

物
見
遊
山
的

な

非
宗
教
的
動
機
で

訪
れ

る

お

び
た

だ
し

い

参
詣
者
を

誘
い
、

他
地
域
の

九

皇
會
に

比
べ、
露
天
の

店
舗
も
数
で

遙
か

に

勝
り、

し

か
も
た

い

そ
う
繁

盛

し
て

い

る
様
子
で

あ
る
。

華
人
系
に

加
え
タ

イ

系
の

人
々

の

祭

事
へ

の

参
与
も
目
立
っ

て

い

る
。
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プ

ー

ケ
ッ

ト

に

お

け
る

九
皇

會
は
、

「

地
域
の

祝

祭
」

と

「

国
際
的

な

祝
祭
」

の

両
様
の

性
格
を
も
つ

。

い

ず
れ

の

場
合
に

お

い

て

も、

こ

の

祭

り
を

盛
行
に

導
い

て

い

る

の

は

祭
典
の

も
つ

多
義
性
で

あ
る

。

祭
り
の

目

的
は
、

祈
願
の

成
就

、

地
域

社
会
の

融
和

、

自
己
の

帰
属
の

確
認、

菜

食

の

享

受
、

物
見
遊
山
な
ど

、

宗
教
・

世

俗
の

両
面
で

人
ご

と

に

多
岐
に

わ

た
り

、

そ
れ
に
応
じ
て

意
義
も

様
々

に

分
か
れ
る

。

こ

の

よ

う
な
祭
り
の

あ
り

方
を
可
能
に

し
た

要
因
と
し
て

、

島
の

顕
著
な
国
際
観
光
地

化、

お

よ
び

高
度

情
報
化
や
グ
ロ

ー

バ

リ
ズ
ム

の

進
展
に

伴
う
庶
民
の

意
識
の

変

化、

と

り
わ

け
宗
教
が

人
々

に

果
た

す
役
割
の

変
化
を

指
摘
で

き
る

。

皮

肉
で

は

あ
る

が、

現
代
社
会
の

脱
宗
教
的
な
風
潮
・

趨
勢
が

、

こ

の

祭
り

を

類
稀
な

華
々

し

い

イ

ベ

ン

ト
に

仕
立

て

上

げ
て

い

る

と

言
う
こ

と
が
で

き
る
。

本
報
告
で

は
、

マ

レ

ー

シ

ア

の

事
例
と

対
照
し

な
が
ら

、

祭
礼
の

参
与
者
へ

の

イ
ン

タ

ビ

ュ

！

結
果
な
ど
も

交
え
、

国
際
ツ

ー

リ

ズ
ム

の

恩

恵
に

浴
す
る

プ
ー

ケ
ッ

ト

島
の

九
皇

會
の

特
質
と

意

義
の

変
容
な
ど
に

つ

い

て

論
述
す
る

。

九

曜
信
仰
と

聖
地
巡
礼

　
　
　

南
イ
ン

ド
、

タ
ミ

ル
・

ナ

ー

ド
ゥ

州
の

事
例
か
ら

飯

塚

真

弓

　

本
発

表
で

は
、

タ

ミ

ル

に

お

け
る

九

曜
信
仰
と
そ

の

聖
地

巡
礼
を

事
例

に
、

巡
礼
に

お

け
る

集
団

性
と

個
人
主

義
的
傾
向
の

対
立
に

つ

い

て、

入

類

学
的
調
査
に

よ

り
検
討

す
る

こ

と
を
目

的
と
す
る

。

先
行

研
究
よ

り
、

イ
ン

ド
の

聖
地
巡

礼
に
は

、

集
団
統
合

的
機
能
（
境

界
維
持
機
能）
、

既

存
の

カ

ー

ス

ト
関

係
を
越
え
る

コ

ミ
ュ

ニ

タ

ス

的
性

格、

さ
ら
に

佃
人

的

な

側
面
が

あ
る

と
想

定
し

、

具
体
的
な

事
例
を

分
析
し

て

い

く
。

　

九

曜
（
ナ

ヴ
ァ

グ
ラ
バ
）

信
仰
と

は
、

占
星
術
的

知
識
に
も
と、、
つ

き

神

格
化
さ

れ
た
九
つ

の

惑
星
へ

の

信
仰
を
指
し

、

惑
星
同
士

、

星
座
や

星

宿

と

の

相
性
が
星
の

障
り
（
グ
ラ
バ

・

ド
ー

シ

ャ
）

と

し
て

人
間
の

不
幸
や

吉
凶
を
左
右
す
る

。

そ
の

特
徴
は
、

悪
霊
や
死
霊
と

同
列
に

位
置
づ

け
ら

れ
る
下

位
的
神
格
で

あ
り
な
が

ら

も
、

自
立
し
た

天
体
の

動
き
と

し
て

超

越
的
影
響
力
を
持
つ

両
義
性
に

あ
る

。

そ
れ
ゆ
え
、

天

体
の

運
行
と

個
人

の

時
の

流
れ

の

宥
和
を
は

か

る

た

め
、

九

曜
神
そ

の

も
の

へ

の

祈
願
が
必

要
と

な
る

。

特
に、

南
イ
ン

ド、

タ

ミ

ル
・

ナ

！

ド
ゥ

州
中

部
地

方
で

は
、

元
来
地
上

で

の

領
域

性
を

持
た
な
い

こ

れ

ら
天

空
の

惑
星
を

特
定
の

場
に

定
位
さ
せ

、

独
特
の

聖
地
ネ
ッ

ト

ワ

ー

ク

が

形
成
さ
れ
て

お

り、

惑

星
と

個
人
の

関
係

性
を
最
適
化

す
る

手
段
と
し

て

九

曜
神
巡

礼
を

位
置
づ

け
る

こ

と
が
で

き
る

。

　

本
発

表
で

は
、

以
上
の

九
曜
神
寺
院
を
ル

ー

ト
に

含
む

、

民
間
の

巡

礼

ツ

ア

ー
「

バ

ク

テ

ィ
・

ウ

ラ

ー
」

で

の

参
与
観
察
を
も
と
に、

九

曜
信
仰

に

み
ら
れ
る
巡
礼
の

集
団
性
の

解
体
に

つ

い

て

考
察
し
て

い

く
。

こ

こ

で

の

集
団
と

は
、

第
一

に
宗
派、

第
二

に

高
位
力

i
ス

ト
性、

第
三
に

集
団

で

行
う
儀
礼
的
な
行
為
に

よ
っ

て

認
め

ら

れ
る

集
合
性
を
指
す

。

巡
礼
集

団
と

し
て

の

バ

ク

テ

ィ
・

ウ

ラ

ー

は
、

参
加
者
が

高
位
力

！

ス

ト、

特
に

ヴ
ィ

シ
ュ

ヌ

派
の

バ

ラ

モ

ン

で

占
め

ら
れ
、

巡
礼
ス

タ

イ
ル

と

し
て

は

排

他
性
が

強
く

、

浄
性
へ

の

厳
格
さ
が

特
徴
で

あ
る
。

さ

ら
に

、

常
連
の

多

さ

や
日

常
生

活
に

お
い

て

も
同

好
会
の

よ

う
な

組
織
と

し
て

宗
教
活
動
や

市
民
活
動
を
行
い

、

巡
礼
の

場
の

み

な
ら

ず
、

既
に

組

織
化
さ
れ

た

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

の

様
相
を
み

せ

て

い

る

こ

と
で

あ
る

。
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